
 



 



 

 



 

 



 

 



 

  



 

 



表１AgNO3標準溶液で NaCl 溶液を滴定する  

 

 

食塩水と赤色溶液との反応は、赤色濃度が高くなるほどより強い電流が流れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AgNO3ml E(V) AgNO3ml E(V) AgNO3ml E(V) AgNO3ml E(V) 

0.00  120.0  9.00  180.0  10.41  330.0  14.00  435.0  

1.00  129.0  9.50  190.0  10.50  359.0  15.00  440.0  

2.00  130.5  9.60  192.0  10.61  360.0  16.00  445.0  

3.00  135.0  9.70  195.0  10.68  369.0  17.00  450.0  

4.00  140.0  9.80  200.0  10.71  371.0      

5.00  145.0  9.90  205.0  10.80  372.0      

6.00  148.0  10.00  210.0  10.85  380.0      

7.00  156.0  10.10  215.0  10.90  380.0      

8.00  164.0  10.20  230.0  12.00  410.0      

8.50  170.0  10.30  272.0  13.00  425.0      



表２ AgNO3標準溶液で NaBr 溶液を滴定する  

AgNO3ml E(V) AgNO3ml E(V) AgNO3ml E(V) AgNO3ml E(V) 

0.00  -60.5  9.10  -51.0  11.50  -50.0  16.00  -45.0  

1.00  -60.0  9.50  -50.5  12.00  -50.0  17.00  -45.0  

2.00  -60.0  10.00  -50.5  12.50  -50.0  18.00  -45.0  

3.00  -60.0  10.10  -50.0  13.00  -50.0  19.00  -40.0  

4.00  -60.0  10.20  -50.0  13.50  -50.0  20.00  -40.0  

5.00  -60.0  10.30  -50.0  14.00  -50.0  21.00  -40.0  

6.00  -60.0  10.50  -50.0  14.50  -50.0  22.00  -40.0  

7.00  -59.0  10.80  -50.0  15.00  -50.0  24.00  -35.0  

8.00  -55.0  11.00  -50.0  15.50  -45.0  26.00  -30.0  

8.55  -52.0  11.20  -50.0  16.00  -45.0  31.00  -30.0  

 

 

 

AgNO3ml E(V) AgNO3ml E(V) AgNO3ml E(V) AgNO3ml E(V) 

30.0  -30.0              

40.0  0.00              

41.0  0.00              

                

                

                

                

                

                

                

 

嗜好溶液と赤色溶液との反応は、赤色が４０％のとき電流は流れなくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表３ AgNO3標準溶液で NaBr 溶液を滴定する  

AgNO3ml E(V) AgNO3ml E(V) AgNO3ml E(V) AgNO3ml E(V) 

0.00  -20.0  9.00  65.0  10.30  400  14.00  440  

1.00  -20.0  9.50  350  10.40  400  15.00  440  

2.00  -19.0  9.60  360  10.50  410  16.00  441  

3.00  -10.0  9.70  361  10.60  410  17.00  450  

4.00  -9.00  9.71  370  10.70  410      

5.00  0.00  9.80  371  10.80  410      

6.00  5.00  9.90  380  11.00  410      

7.00  15.00  10.00  390  12.00  430      

8.00  30.0  10.10  391  12.50  430      

8.10  42.0  10.20  400  13.00  431      

 

 

また、嗜好溶液と赤色溶液との反応は、赤色が５％のときも電流は流れなくなる。 

 

結言 

食塩水と赤色溶液との反応は、赤色濃度が高くなるほどより強い電流が流れことがわかった。また、嗜好溶液と赤色溶

液との反応は、赤色が４０％のとき電流は流れなくなることがわかった。また、嗜好溶液と赤色溶液との反応は、赤色が

５％のときも電流は流れなくなることがわかった。以上のことから、点滴などに用いられる生理食塩水は体内に入れる

と、安定して栄養が得られると考えられる。 

また、お酒などの嗜好品はアルコール度数５％のとき、舌に刺激がなくなると考えられる。またアルコール度数４０％

のときも舌に刺激がなくなると考えられる。以上のことから、お酒をおいしいと感じるアルコール度数は５％と４０％だ

と考えられる。 

 

 

 


